平成１９年度  学校年度末評価結果の概要報告
                                                            福島県立双葉高等学校
  １  実施時期、実施方法                                   
	   評   価   者
	中  間  評  価
	年　度　末　評　価

	
	実施時期
	実施方法
	実施時期
	実施方法

	教　 職　 員
	7/17実施   7/20提出
	  学校評価票
	12/10実施  12/21提出
	学校評価票

	教職員
 以外

	生　　　徒
	7/13実施    7/20提出
	  アンケ－ト 
	12/10実施  12/21提出
	アンケ－ト

	
	保　護　者
	7/13実施    7/20提出
	  アンケ－ト 
	12/10実施  12/21提出
	アンケ－ト

	
	学校評議員
	実施なし
	実施なし
	2月下旬実施　３上旬提出
	県教委評価票


  ２  評価者及び回答数
	評   価   者
	中  間  評  価
	年　度　末　評　価

	
	対 象 数
	回 答 数
	割  合
	対 象 数
	回 答 数
	割　合

	   教   職   員
	４４
	４４
	 100.0 ％
	４４
	４２
	 95.5 ％

	教職員
 以外

	生　　　徒
	５９１
	 ５６８
	  96.1 ％
	５９１
	５６６
	 95.8 ％

	
	保　護　者
	５９１
	 ３５５
	  60.1 ％
	５９１
	３５５
	 60.1 ％

	
	学校評議員
	
	
	
	５
	
	 　　 ％


  ３  評価基準について
	  評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	評価基準

	そう思う

	だいたいそう思う

	あまりそう
　　思わない
	そう思わない



  ４  年度末評価のまとめ
    ◎  年度末評価実施の目的、意図
　　　　平成１８年度に「双高ビジョン２１世紀プロジェクト委員会」を立ち上げ、地　　　　域の中学校の保護者や生徒等にアンケ－トを実施し、その情報を分析して提言さ　　　　れた課題を基に、４つの重点実践目標を「学校経営・運営ビジョン」に設定しました。ＰＴＡ総会等で保護者の皆様に説明するとともに、その達成に向けて教職員の共通理解のもとに、努力してきました。
教職員・生徒・保護者による学校中間評価や学校評議員を加えた年度末評価によって、重点実践目標や各部の具体的目標がどの程度達成されているか、課題や改善点は何かを把握し、次年度の教育活動に反映させるために実施した。
    ◎  年度末評価結果の分析、及び結果概要
      （１）教育課程の研究と改善
	    
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  43.2 ％
	  45.5 ％
	    9.1 ％
	   0.0 ％

	
	  26.2 ％
	  57.1 ％
	   16.7 ％
	   0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  15.6 ％
	  58.6 ％
	   20.9 ％
	   5.0 ％

	
	  11.3 ％
	  62.8 ％
	   21.6 ％
	   4.3 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  21.0 ％
	  68.9 ％
	    8.9 ％
	   1.2 ％

	
	  24.5 ％
	  68.0 ％
	    9.5 ％
	   1.2 ％


　　　「そう思う」という教職員が減ったものの、７４％以上の生徒も保護者も進路希望に対応した教科・科目が設定されており、４５分７校時制に対応した教え方等、いろいろ工夫している先生方が多いと回答している。生徒の進路希望実現に応えるために選択科目の見直し等、より良い教育課程を目指してさらなる工夫・改善が必要である。
      （２）授業時数の確保と授業の質の向上
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  47.7 ％
	  47.7 ％
	   4.5 ％
	   0.0 ％

	
	  45.2 ％
	  50.0 ％
	   4.8 ％
	   0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  13.6 ％
	  61.4 ％
	  21.4 ％
	   3.5 ％

	
	  12.7 ％
	  62.8 ％
	  21.2 ％
	   3.0 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  10.6 ％
	  70.5 ％
	  17.7 ％
	   1.2 ％

	
	  17.1 ％
	  72.0 ％
	  15.9 ％
	   0.9 ％


         　９５％の教職員は、「分かる授業」や質の高い授業を推進している回答に対し　　　　 て、「そう思う」という保護者が増えたことは、嬉しい限りである。反面、授業を受けている生徒の２４％が「そう思わない」と答えていることを真摯に受け止め、授業が先生方の自己満足にならないよう、教材研究をはじめとした授業内容の工夫・改善に努めなくてはならない。
      （３）高校生としてのマナ－やエチケットの規範意識
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  40.9 ％
	  52.3 ％
	   6.8 ％
	   0.0 ％

	
	  23.8 ％
	  61.9 ％
	  14.3 ％
	   0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  25.5 ％
	  49.3 ％
	  20.6 ％
	   4.6 ％

	
	  19.3 ％
	  52.8 ％
	  23.4 ％
	   4.4 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  14.5 ％
	  58.1 ％
	  24.6 ％
	   2.9 ％

	
	  22.5 ％
	  59.5 ％
	  20.2 ％
	   2.0 ％


　重点実践目標の「礼儀を重んじた自律的な生活態度の育成」において保護者の評価は増えているものの、教職員や生徒が十分に指導が行われていないと回答している。もっと厳しく服装（特に女子の短いスカ－ト）をはじめ、高校生としての規範意識の指導をしてほしいと要望している。
　そのためには、教職員は共通理解の下に温度差の無い適宜な粘り強い指導が求められ、生徒は双高生としての誇りと自覚を持って自律し、家庭では登下校のわが子の姿を見ての指導が必要である。
      （４）進路実現へ積極的な支援
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  45.5 ％
	  54.5 ％
	   0.0 ％
	   0.0 ％

	
	  38.1 ％
	  57.1 ％
	   4.8 ％
	   0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  33.8 ％
	  52.8 ％
	  10.5 ％
	   2.8 ％

	
	  29.7 ％
	  55.9 ％
	  13.0 ％
	   1.8 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  31.3 ％
	  57.5 ％
	   9.8 ％
	   1.4 ％

	
	  35.9 ％
	  54.9 ％
	  12.1 ％
	   0.9 ％


           ９５％の教職員が生徒の進路実現へ積極的に支援していると答え、生徒・保　　　　 護者も進路相談や進路指導を始め、課外授業や長期休業中の講習等を積極的に　　　　 行っていると８６％～９１％が教員を評価している。
   　　　　今後も生徒の進路実現に向けて、個々の生徒に応じた進路相談・進路指導の　　　　 工夫・改善に努めていきたい。
    　（５）進学率の向上
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  20.5 ％
	  72.7 ％
	    6.8 ％
	    0.0 ％

	
	  28.6 ％
	  61.9 ％
	    9.5 ％
	    0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  21.3 ％
	  55.9 ％
	   19.1 ％
	    3.8 ％

	
	  18.2 ％
	  57.3 ％
	   23.1 ％
	    3.1 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  20.0 ％
	  60.0 ％
	   18.2 ％
	    1.8 ％

	
	  25.9 ％
	  63.2 ％
	   15.9 ％
	    1.5 ％


          　 重点実践目標の「学力の向上と進路指導の充実」において、教職員と保護　　　　　 者は、学習指導や個別指導を通して学力と進学率の向上に取り組んでいる「そ　　　　　 う思う」が増えている反面、生徒の２６％は、そう思わないと回答している　　　　　 ことも考慮し、なお一層のきめ細かな指導が必要である。
      （６）生命の尊重と健康安全の自己管理
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  34.1 ％
	  50.0 ％
	  15.9 ％
	   0.0 ％

	
	  35.7 ％
	  54.8 ％
	   9.5 ％
	   0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  36.8 ％
	  51.3 ％
	   9.7 ％
	   2.1 ％

	
	  34.2 ％
	  51.0 ％
	  13.1 ％
	   1.8 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  12.6 ％
	  70.3 ％
	  15.4 ％
	   1.7 ％

	
	  23.4 ％
	  63.7 ％
	  15.4 ％
	   0.9 ％


             教職員、生徒、保護者とも８５％～９１％が自己管理ができていると回答　　　　　 している。反面、保護者の１６％が我が子は責任ある言動が身についていな　　　　　 いと思っており、生徒の１５％が責任ある言動を常に心がけたいと思って　　　　　 いないとの回答で保護者と生徒の％が同等であった。
      （７）- ①　読書や勉強に親しむ図書館の有効活用
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	 教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  20.5 ％
	  56.8 ％
	  22.7 ％
	   0.0 ％

	
	  21.4 ％
	  52.4 ％
	  26.2 ％
	   0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  28.1 ％
	  44.4 ％
	  20.5 ％
	   6.9 ％

	
	  27.1 ％
	  45.7 ％
	  21.9 ％
	   5.1 ％


           　中間評価と同じように、教職員、生徒の７３％が図書館の有効な活用の指　　　　　 導をしている。積極的に活用したいと思っていると回答している。反面、生　　　　　 徒の２７％がそう思わないのが残念である。
      （７）- ②　勉強や読書の習慣
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	   9.6 ％
	  43.2 ％
	  40.0 ％
	   7.2 ％

	
	  15.1 ％
	  43.5 ％
	  37.7 ％
	   8.1 ％


               勉強や読書の習慣が身についてきたが増加している反面、４６％が身に　　　　　 ついていないと回答し二極化している。保護者は、子供が勉強や読書の習慣を身につけて欲しいと願っている。そのためにも、再度教科指導やＨＲ指導等において家庭学習の重要性について指導していきたい。
      （８）豊かな人間性の育成
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  47.7 ％
	  45.5 ％
	    6.8 ％
	    0.0 ％

	
	  40.5 ％
	  52.4 ％
	    7.1 ％
	    0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  23.5 ％
	  46.0 ％
	   20.5 ％
	   10.0 ％

	
	  23.7 ％
	  45.5 ％
	   21.9 ％
	    9.4 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  15.5 ％
	  58.5 ％
	   22.3 ％
	    3.7 ％

	
	  25.5 ％
	  52.4 ％
	   22.3 ％
	    3.7 ％


           重点実践目標の「豊かな人間性の育成」において、９３％の教職員は、よ　　　　　 り豊かな人間性の育成のために部活動の指導に取り組んでいると答え、生徒　　　　　 や保護者も６９％～７８％は、そう思う、だいたいそう思うと回答している。           反面、生徒や保護者の２６％～３１％は、そう思わないと思っており中間評　　　　　 価と同じように温度差があるが、「そう思う」という保護者の評価が上がり、　　　　　 今後も生徒とともに部活動の活性化を図っていきたい。
         （９）開かれた学校づくりの推進
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  34.1 ％
	  54.5 ％
	   11.4 ％
	    0.0 ％

	
	  35.7 ％
	  50.0 ％
	   14.3 ％
	    0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  17.4 ％
	  51.4 ％
	   23.0 ％
	    8.2 ％

	
	  12.9 ％
	  53.7 ％
	   27.8 ％
	    5.7 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  13.6 ％
	  62.6 ％
	   22.3 ％
	    1.4 ％

	
	  15.7 ％
	  61.2 ％
	   24.3 ％
	    3.5 ％


             重点実践目標の「開かれた学校づくりの推進」において、８６％の教職員　　　　　 は、公開授業やホ－ムペ－ジ、学年だより等による情報発信をしていると答　　　　　 え、生徒や保護者も６７％～７７％は、そう思う、だいたいそう思うと回答　　　　　 して、中間評価と大きく変わらない。反面、生徒や保護者の２６％～３１％　　　　　 は、そう思わないと思っており、あらゆる機会を捉えて情報の発信をすると　　　　　 ともに、学校からの便りが確実に保護者に届くような工夫をして、保護者と　　　　　 の連携を図ることが大切である。
         （10）教育活動の実践
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	教職員(中間)
　〃 (年度末)
	  29.5 ％
	  54.5 ％
	   11.4 ％
	    2.3 ％

	
	  23.8 ％
	  64.3 ％
	    9.5 ％
	    0.0 ％

	生　徒(中間)　〃 (年度末)
	  21.6 ％
	  50.6 ％
	   20.7 ％
	    7.1 ％

	
	  18.8 ％
	  51.9 ％
	   20.5 ％
	    8.3 ％

	保護者(中間)　〃 (年度末)
	  24.0 ％
	  60.7 ％
	   13.3 ％
	    2.0 ％

	
	  24.6 ％
	  64.2 ％
	   12.1 ％
	    3.5 ％


           　８８％の教職員は、重点実践目標達成のため、組織の一員としての役割や　　　　　 責任を自覚して取り組んでいると回答している。７１％～８９％の生徒や保　　　　　 護者も先生方が教育活動に積極的に取り組んでいると見ており、「学校が楽しい」「楽しく学校へ通っている」と答えている。教職員、保護者、生徒の中で「そう思わない」と思っている人もいるので、次年度に向けて学校全体で組織の一員としての役割や責任を果たすことが重要である。
     ◎  分析に基づく次年度に向けての課題・改善点
       ○　アンケ－ト内容のベスト評価（そう思う、だいたいそう思う）
	
	教　職　員
	生　　　徒
	保　護　者

	１位(中　間)
１位(年度末)
	(4) 100.0 ％
	(6)   88.1 ％
	(1)  89.9 ％

	
	(2)  95.2 ％
	(4)   85.6 ％
	(1)  92.5 ％

	２位(中　間)
２位(年度末)
	(2)  95.4 ％
	(4)   86.6 ％
	(4)  88.8 ％

	
	(4)  95.2 ％
	(6)   85.2 ％
	(4)  90.8 ％

	３位(中　間)
３位(年度末)
	(8)  93.2 ％
	(5)   77.2 ％
	(10) 84.7 ％

	
	(8)  92.9 ％
	(2)   75.5 ％
	(2)  89.1 ％


    保護者・生徒・教職員の評価が高い項目について、今後も継続して実践していきたい。
       ①  進路実現への積極的な支援
       ②　進路希望に対応した教科・科目の設定
       ③  「分かる授業」や質の高い授業の推進
       ④　熱心な部活動指導による人間性の育成
       ⑤　心身の健康についての自己管理
       ○　アンケ－ト内容のワ－スト評価（そう思わない、あまりそう思わない）
	
	教　職　員
	 生　　　徒
	 保　護　者

	１位(中　間)
１位(年度末)
	(7)  22.7 ％
	(9)  31.2 ％
	(7)  47.2 ％

	
	(7)  26.2 ％
	(9)  33.5 ％
	(7)  45.8 ％

	２位(中　間)
２位(年度末)
	(6)  15.9 ％
	(8)  30.5 ％
	(3)  27.5 ％

	
	(3)  14.3 ％
	(8)  31.3 ％
	(9)  27.8 ％

	３位(中　間)
３位(年度末)
	(10) 13.7 ％
	(10) 27.8 ％
	(8)  26.0 ％

	
	(9)  14.3 ％
	(10) 28.8 ％
	(8)  26.0 ％


       教職員、生徒、保護者からのアンケ－ト結果より、次の５点を今まで以上に指導　　 して欲しいと要望していることが理解できる。
       ①  家庭学習や読書の習慣化への指導
       ②　説明責任による開かれた学校づくりの推進
       ③  部活動の活性化と生徒一人ひとりへのきめ細かな対応　
　　　 ④　積極的な教育活動の実践による充実した学校づくり
       ⑤　高校生としてのマナ－やエチケットの規範意識の徹底
                                                          　平成２０年１月３１日
  保　護　者　各　位
                                   　　福島県立双葉高等学校長  松 本 貞 男
学校評価結果（年度末）の報告について
　厳寒の候、保護者の皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　また、日頃より本校の教育活動に対しまして御理解と御協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、保護者の皆様には、平成１９年度当初に策定した「学校経営・運営ビジョン」をＰＴＡ総会等で説明して理解を求めてきたところです。１学期末と２学期末の２回にわたり、学校評価に関するアンケ－トに御協力いただきまして誠にありがとうございました。お陰様をもちまして概要がまとまりましたので、ご報告いたします。
　今回実施した年度末評価は、保護者による外部評価、教職員・生徒による自己評価を分析することによって達成度や問題点、課題や改善点を明らかにして、次年度の教育活動に生かしていきたいと考えております。　
　平成２０年度当初に今回の学校評価を反映させた「学校経営・運営ビジョン」を提示いたしますので、よろしくお願い致します。
　なお、アンケ－ト結果等につきましては、学校ホ－ムペ－ジ（　http://www.futaba-h.fks.ed.jp/　）にも掲載してありますので、ご覧下さい。
　今後とも、開かれた学校づくりのため、説明責任を果たしていく所存でございますので、よろしくお願い申し上げます。
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